ポイントレースコミッティーマニュアル

2010鬼崎ヨットクラブレース委員会
レースコミッティーは前年度参加艇の中から分担して行います。
レース当日は裏方に徹して充実したレースになるよう努力して下さい。
出艇リストの準備、順位の計算はレース委員会が行います。海上でのレース運営の主体はコミッティーです。レースを中止、コース短縮などの決定はコミッティーの権限で決めてください。

運営の主体はヨットクラブ、およびコミッティーにあります。レース前に打ち合わせをして本部艇内の役割を確認しておいてください。
またコミッティーワークの基本は時計です。電波時計の再受信をして下さい。
コミッティーは本部船の用意、人員の配置、海面でのコースの設定、後かたづけ、を行って下さい。

用具の準備
コミッティ具（帆走指示書、フィニッシュタイム記録簿、旗、フォグフォーン、時計、コンパス等）とブイを本部船に積み込んで下さい。無線機の試験は忘れないで下さい。
艇長会議
レース委員会が、艇長会議において当日の天候によりコースの角度および長さを決めます。

レースコースの設定
スタート予定時刻は10時00分です。各マーク打ちに時間が掛かりそうな場合は、レース参加艇の中から足の速い艇に協力してもらって下さい。
タイムリミットは15時の予定ですので、風が弱い時はコース短縮などの措置を臨機応変に行ってください。
また、トップ艇のフィニッシュから120分を超えた艇もＤＮＦとします。（OYC帆走指示書13項）
フィニッシュ、ブイの後かたづけ
本部船から各艇のフィニッシュタイムを取ります。全艇のフィニッシュ、リタイヤ等を確認した後、マークを回収し帰港して下さい。フィニッシュタイム記録簿はレース委員に手渡して下さい。修正時間の計算はレース委員会が行いますが、レース備品、ブイ、アンカー、メガホンなどは元有ったところへ数を確認して収納して下さい。
あとがき
コミッティーの運営を完璧に行う事は非常にむずかしいものです。そのレースを生かすも殺すもコミッティーの裁量で決まりますが、失敗も勉強と思い大胆な気持ちで行ってください。途中でレースの失敗・不成立に気づいたら躊躇無くそのレースはＮ旗を掲げて中止してください。その場合は、再スタートで対応すれば良いのです。

